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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】タッチ入力方法及び携帯端末に関し、特に、透
明表示パネルと、その前面に対するタッチ入力を感知す
る前面タッチパネルと、透明表示パネルの後面に対する
タッチ入力を感知する後面タッチパネルとを含むタッチ
スクリーンを備える携帯端末でタッチ入力方法を提供す
る。
【解決手段】タッチ入力方法は、前記前面タッチパネル
及び前記後面タッチパネルのうちいずれか１つからタッ
チ入力を検出する段階と、前記タッチ入力に応答してユ
ーザの意図が前記後面タッチパネルを利用したデータ入
力であるか否かを決定する段階と、前記ユーザの意図が
前記後面タッチパネルを利用したデータ入力であるもの
と決定された場合、キーパッドを前記タッチスクリーン
の上端に表示する段階と、を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明表示パネルと、前記透明表示パネルの前面に対するタッチ入力を感知する前面タッ
チパネルと、前記透明表示パネルの後面に対するタッチ入力を感知する後面タッチパネル
とを含むタッチスクリーンを備える携帯端末でのタッチ入力方法において、
　前記前面タッチパネル及び前記後面タッチパネルのうちいずれか１つからタッチ入力を
検出する段階と；
　前記タッチ入力に応答してユーザの意図が前記後面タッチパネルを利用したデータ入力
であるか否かを決定する段階と；
　前記ユーザの意図が前記後面タッチパネルを利用したデータ入力であるものと決定され
た場合、キーパッドを前記タッチスクリーンの上端に表示する段階と；を含むタッチ入力
方法。
【請求項２】
　前記決定する段階は、
　前記タッチ入力がイメージのデータ入力欄で発生し、前記後面タッチパネルを通じて検
出された場合、前記ユーザの意図が前記後面タッチパネルを利用したデータ入力であるも
のと決定し、前記タッチ入力がイメージのデータ入力欄で発生し、前記前面タッチパネル
を通じて検出された場合、前記ユーザの意図が前記前面タッチパネルを利用したデータ入
力であるものと決定することを特徴とする請求項１に記載のタッチ入力方法。
【請求項３】
　前記ユーザの意図が前記前面タッチパネルを利用したデータ入力であるものと決定され
た場合、前記キーパッドを前記タッチスクリーンの下端に表示する段階をさらに含むこと
を特徴とする請求項２に記載のタッチ入力方法。
【請求項４】
　前記キーパッドを前記下端に表示する間に、前記前面タッチパネル及び前記後面タッチ
パネルのうちいずれか１つから前記下端から前記上端への第１タッチ移動を検出する段階
と；
　前記第１タッチ移動に応答して前記キーパッドを前記上端に表示する段階と；をさらに
含むことを特徴とする請求項３に記載のタッチ入力方法。
【請求項５】
　前記キーパッドを前記上端に表示する間に、前記前面タッチパネル及び前記後面タッチ
パネルのうちいずれか１つから前記上端から前記下端への第２タッチ移動を検出する段階
と；
　前記第２タッチ移動に応答して前記キーパッドを前記下端に表示する段階と；をさらに
含むことを特徴とする請求項１に記載のタッチ入力方法。
【請求項６】
　前記決定する段階は、
　前記タッチ入力がイメージのデータ入力欄で発生し、前記後面タッチパネルを通じて検
出された場合、前記ユーザの意図が片手で前記携帯端末を把持した状態で同じ手の指で前
記後面タッチパネルを利用したデータ入力であるものと決定することを特徴とする請求項
１に記載のタッチ入力方法。
【請求項７】
　前記キーパッドを前記タッチスクリーンの上端に表示する段階は、
　前記携帯端末の表示モードが縦モードである場合に行われることを特徴とする請求項１
に記載のタッチ入力方法。
【請求項８】
　前記ユーザの意図が前記後面タッチパネルを利用したデータ入力であるものと決定され
た場合、前記前面タッチパネルに対するタッチ入力に応答しないか、または前記前面タッ
チパネルを電源オフする段階と；
　前記ユーザの意図が前記前面タッチパネルを利用したデータ入力であるものと決定され
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た場合、前記後面タッチパネルに対するタッチ入力に応答しないか、または前記後面タッ
チパネルを電源オフする段階と；をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のタッチ
入力方法。
【請求項９】
　透明表示パネルと、前記透明表示パネルの前面に対するタッチ入力を感知する前面タッ
チパネルと、前記透明表示パネルの後面に対するタッチ入力を感知する後面タッチパネル
とを含むタッチスクリーンと；
　前記タッチスクリーンを制御する制御部と；を備え、
　前記制御部は、前記前面タッチパネル及び前記後面タッチパネルのうちいずれか１つか
らタッチ入力を検出し、前記タッチ入力に応答してユーザの意図が前記後面タッチパネル
を利用したデータ入力であるか否かを決定し、前記ユーザの意図が前記後面タッチパネル
を利用したデータ入力であるものと決定された場合、キーパッドを前記タッチスクリーン
の上端に表示するように前記タッチスクリーンを制御する携帯端末。
【請求項１０】
　前記制御部は、
　前記タッチ入力がイメージのデータ入力欄で発生し、前記後面タッチパネルを通じて検
出された場合、前記ユーザの意図が前記後面タッチパネルを利用したデータ入力であるも
のと決定し、前記タッチ入力がイメージのデータ入力欄で発生し、前記前面タッチパネル
を通じて検出された場合、前記ユーザの意図が前記前面タッチパネルを利用したデータ入
力であるものと決定することを特徴とする請求項９に記載の携帯端末。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記ユーザの意図が前記前面タッチパネルを利用したデータ入力であるものと決定され
た場合、前記キーパッドを前記タッチスクリーンの下端に表示するように前記透明表示パ
ネルを制御することを特徴とする請求項１０に記載の携帯端末。
【請求項１２】
　前記制御部は、
　前記キーパッドを前記下端に表示する間に、前記前面タッチパネル及び前記後面タッチ
パネルのうちいずれか１つから前記下端から前記上端への第１タッチ移動を検出し、前記
タッチ移動に応答して前記キーパッドを前記上端に表示するように前記タッチスクリーン
を制御することを特徴とする請求項１１に記載の携帯端末。
【請求項１３】
　前記制御部は、
　前記キーパッドを前記上端に表示する間に、前記前面タッチパネル及び前記後面タッチ
パネルのうちいずれか１つから前記上端から前記下端への第２タッチ移動を検出し、前記
第２タッチ移動に応答して前記キーパッドを前記下端に表示するように前記透明表示パネ
ルを制御することを特徴とする請求項９記載の携帯端末。
【請求項１４】
　前記制御部は、
　表示モードを横モード及び縦モードのうちいずれか１つとして決定し、前記表示モード
が前記縦モードとして決定された場合、前記キーパッドを前記上端に表示するように前記
タッチスクリーンを制御することを特徴とする請求項９に記載の携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチ入力方法及び携帯端末に関し、特に、透明表示パネルと、該透明表示
パネルの前面に対するタッチ入力を感知する前面タッチパネルと、該透明表示パネルの後
面に対するタッチ入力を感知する後面タッチパネルとを含むタッチスクリーンを備える携
帯端末でタッチ入力方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　携帯端末、特に、スマートホンやタブレットパソコンなどは、一般的にタッチスクリー
ンを具備し、このようなタッチスクリーンに対するユーザのタッチ入力に応答して携帯端
末の各種機能を行う。携帯端末のタッチスクリーンは、英文クォティ、英文３＊４、ハン
グル３＊４、特殊キーなど多様なキーパッドを表示する。ユーザがキーパッドを手やペン
でタッチすれば、これに応答して、タッチスクリーンは、タッチイベントを制御部に伝達
する。ここで、タッチイベントは、タッチ座標を含む。携帯端末の制御部は、タッチスク
リーンからタッチ座標を検出し、タッチ座標に設定されたキー値をキー値テーブルで確認
し、確認されたキー値に対応する機能（例えば、“Ａ”を表示）を行う。
【０００３】
　一方、携帯端末と関連した業界では、透明表示パネル（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　ｄｉ
ｓｐｌａｙ　ｐａｎｅｌ）を備える携帯端末を実用化するための研究が活発に進行されて
いる。ここで、透明表示パネルは、ユーザに透明表示パネルの一面（例えば、前面）を通
じて他の面（例えば、後面）が見られるようにした表示パネルである。すなわち後面に位
置する事物が前面に投映（ｐｒｏｊｅｃｔｅｄ）される。言わば、ユーザは、透明表示パ
ネルで表示されるイメージとともに透明表示パネルに映ったユーザ自分の手を見る。この
ように透明表示パネルは、後面が見えるという特徴があり、このような特徴を具現する技
術は、非常に多様である。最近、ＡＭＯＬＥＤの技術開発に伴い、透明表示パネルが大衆
化される可能性が高くなっている。既に自動車業界では、透明表示パネルが計器盤の構成
として実用化段階にある。
【０００４】
　携帯端末は、透明表示パネルと、該透明表示パネルの前面に対するタッチ入力を感知す
る前面タッチパネルと、該透明表示パネルの後面に対するタッチ入力を感知する後面タッ
チパネルとを含むタッチスクリーンを備えることができる。これにより、ユーザは、タッ
チスクリーンの前面だけでなく、後面を通じてタッチ入力を行うことができる。この際、
ユーザは、携帯端末を片手で取った状態で当該手の親指では前面をタッチし、当該手の人
差し指と中指を用いて後面をタッチすることができる。すなわち、ユーザは、片手でタッ
チスクリーンの前面及び後面を通じてタッチ入力を行うことができる。しかし、ユーザは
、把持が不安定で、片手でタッチ入力しにくい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、携帯端末を取った手でタッチスクリーンの前面及び後面を通じて安定にタッ
チ入力を行うことができるタッチ入力方法及び携帯端末を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によるタッチ入力方法は、透明表示パネルと、前記透明表示パネルの前面に対す
るタッチ入力を感知する前面タッチパネルと、前記透明表示パネルの後面に対するタッチ
入力を感知する後面タッチパネルとを含むタッチスクリーンを備える携帯端末で行われ、
前記前面タッチパネル及び前記後面タッチパネルのうちいずれか１つからタッチ入力を検
出する段階と；前記タッチ入力に応答してユーザの意図が前記後面タッチパネルを利用し
たデータ入力であるか否かを決定する段階と；前記ユーザの意図が前記後面タッチパネル
を利用したデータ入力であるものと決定された場合、キーパッドを前記タッチスクリーン
の上端に表示する段階と；を含む。
【０００７】
　本発明による携帯端末は、透明表示パネルと、前記透明表示パネルの前面に対するタッ
チ入力を感知する前面タッチパネルと、前記透明表示パネルの後面に対するタッチ入力を
感知する後面タッチパネルを含むタッチスクリーンと；前記タッチスクリーンを制御する
制御部と；を含み、前記制御部は、前記前面タッチパネル及び前記後面タッチパネルのう
ちいずれか１つからタッチ入力を検出し、前記タッチ入力に応答してユーザの意図が前記
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後面タッチパネルを利用したデータ入力であるか否かを決定し、前記ユーザの意図が前記
後面タッチパネルを利用したデータ入力であるものと決定された場合、キーパッドを前記
タッチスクリーンの上端に表示するように前記透明表示パネルを制御する。
【発明の効果】
【０００８】
　以上、本発明によるタッチ入力方法及び携帯端末によれば、本発明は、携帯端末を取っ
た手でタッチスクリーンの前面及び後面を通じて安定にタッチ入力を行うことができる効
果を提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施例による携帯端末の電気的なブロック構成図である。
【図２】本発明の一実施例によるタッチ入力方法を説明するための流れ図である。
【図３】本発明の一実施例によるタッチ入力方法を説明するための画面である。
【図４】本発明の一実施例によるタッチ入力方法を説明するための画面である。
【図５】本発明の一実施例によるタッチ入力方法を説明するための画面である。
【図６】本発明の他の実施例によるタッチ入力方法を説明するための流れ図である。
【図７】本発明のさらに他の実施例によるタッチ入力方法を説明するための流れ図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　ユーザが携帯端末を把持した手でタッチ入力をする場合、当該手の親指は、タッチスク
リーンの前面をタッチし、人差し指や中指は、タッチスクリーンの後面をタッチするよう
になる。この際、親指は、人差し指及び中指に比べて相対的にタッチスクリーンの下端に
位置する（図３～図５参照）。本発明のタッチ入力方法及び携帯端末は、このような点に
着目されたものである。
【００１１】
　本発明において携帯端末は、透明表示パネルと、該透明表示パネルの前面に対するタッ
チ入力を感知する前面タッチパネルと、該透明表示パネルの後面に対するタッチ入力を感
知する後面タッチパネルとを含むタッチスクリーンを備え、スマートホン、タブレットパ
ソコン、ノートパソコン、デジタルカメラなどのように携帯可能な電子機器を意味する。
【００１２】
　以下、本発明による携帯端末のタッチ入力方法について詳しく説明する。本発明を説明
するに際して、関連した公知機能または構成に対する具体的な説明が本発明の要旨を不明
にすることができると判断される場合、その詳細な説明を省略する。また、以下で使用さ
れる用語や単語は、通常的や辞書的な意味に限定して解釈すべきものではなく、本発明の
技術的思想に符合する意味や概念として解釈すべきものである。したがって、下記の説明
と添付の図面は、本発明の好ましい実施例に過ぎず、本発明の技術的思想をすべて代弁す
るものではないので、本出願時点においてこれらを代替することができる多様な均等物と
変形例があり得ることを理解しなければならない。また、添付の図面において一部の構成
要素は誇張されたり省略されたりするか、または概略的に図示された。
【００１３】
　図１は、本発明の一実施例による携帯端末の電気的なブロック構成図である。
【００１４】
　図１を参照すれば、本発明による携帯端末１００は、タッチスクリーン１１０、キー入
力部１２０、格納部１３０、無線通信部１４０、オーディオ処理部１５０、スピーカーＳ
ＰＫ、マイクＭＩＣ、センサー部１６０及び制御部１７０を含む。
【００１５】
　タッチスクリーン１１０は、前面タッチパネル１１１、後面タッチパネル１１２及び透
明表示パネル１１３を含む。前面タッチパネル１１１及び後面タッチパネル１１２は、透
明表示パネル１１３に保持（ｐｌａｃｅ　ｏｎ）される。具体的に、前面タッチパネル１
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１１及び後面タッチパネル１１２は、透明表示パネル１１３の前面及び後面にそれぞれ位
置するアドオンタイプ（ａｄｄ－ｏｎ　ｔｙｐｅ）や透明表示パネル１１３内に挿入され
るオンセルタイプ（ｏｎ－ｃｅｌｌ　ｔｙｐｅ）またはインセルタイプ（ｉｎ－ｃｅｌｌ
　ｔｙｐｅ）で具現される。
【００１６】
　前面タッチパネル１１１は、前面タッチパネル１１１に対するタッチ入力に応答してア
ナログ信号（例えば、タッチイベント）を発生し、アナログ信号をＡ／Ｄ変換し、制御部
１７０に伝達する。ここで、タッチイベントは、タッチ座標ｘ、ｙを含む。制御部１７０
は、前面タッチパネル１１１からタッチ座標が受信される場合、タッチ機構（例えば、指
やペン）が前面タッチパネル１１１にタッチされたものと決定し、前面タッチパネル１１
１からタッチ座標が受信されない場合、タッチ器具のタッチが解除されたものと決定する
。また、制御部１７０は、前面タッチパネル１１１からタッチの動きを検出する。すなわ
ちタッチ座標が、例えば、ｘ１、ｙ１からｘ２、ｙ２に変化する場合、制御部１７０は、
タッチが移動したものと決定する。制御部１７０は、タッチの動きに応答してタッチの位
置変化量ｄｘ、ｄｙを算出する。制御部１７０は、前面タッチパネル１１１からタッチ入
力を検出する。ここで、タッチ入力は、前面タッチパネル１１１に対するユーザのジェス
チャーとして、タッチ、マルチタッチ、タップ（Ｔａｐ）、ダブルタップ（Ｄｏｕｂｌｅ
　Ｔａｐ）、ロングタップ（Ｌｏｎｇ　ｔａｐ）、タップアンドタッチ（Ｔａｐ　＆　ｔ
ｏｕｃｈ）、ドラッグ（Ｄｒａｇ）、フリック（Ｆｌｉｃｋ）、プレス（Ｐｒｅｓｓ）、
ピンチイン（ｐｉｎｃｈ　ｉｎ）及びピンチアウト（ｐｉｎｃｈ　ｏｕｔ）などに分類さ
れる。タッチは、ユーザが画面の前面タッチパネル１１１のいずれか１つの地点にタッチ
器具を接触するジェスチャーであり、マルチタッチは、複数の地点に多数のタッチ器具（
例えば、親指と人差し指）を接触するジェスチャーであり、タップは、画面のいずれか１
つの地点にタッチ器具がタッチされた後、移動なしに当該地点でタッチ解除（ｔｏｕｃｈ
－ｏｆｆ）されるジェスチャーであり、ダブルタップは、いずれか１つの地点を連続的に
２回タップするジェスチャーであり、ロングタップは、タップより相対的に長くタッチし
た後、タッチ器具の移動なしに当該地点でタッチ器具をタッチ解除するジェスチャーであ
り、タップアンドタッチは、画面の所定の地点をタップした後、当該地点を所定時間（例
えば、０．５秒）以内にさらにタッチするジェスチャーであり、ドラッグは、いずれか１
つの地点をタッチした状態でタッチ器具を所定の方向に移動させるジェスチャーであり、
フリックは、ドラッグに比べてタッチ器具を早く移動させた後、タッチ解除するジェスチ
ャーであり、プレスは、いずれか１つの地点をタッチした後、当該地点を押すジェスチャ
ーであり、ピンチインは、２つのタッチ器具で２つの地点を同時にマルチタッチした後、
タッチ器具の間隔を狭めるジェスチャーであり、ピンチアウトは、タッチ器具の間隔を広
げるジェスチャーである。すなわちタッチは、前面タッチパネル１１１に接触（ｃｏｎｔ
ａｃｔ）している状態を意味し、その他のタッチ入力は、タッチの変化を意味する。前面
タッチパネル１１１は、圧力センサーを具備し、タッチされた地点の圧力を感知すること
ができる。感知された圧力情報は、制御部１７０に伝達され、制御部１７０は、感知され
た圧力情報に基づいてタッチとプレスを区分する。
【００１７】
　前面タッチパネル１１１は、手ジェスチャーを感知する手タッチパネルとペンジェスチ
ャーを感知するペンタッチパネルを含んで構成された複合タッチパネルであることができ
る。ここで、手タッチパネルは、静電容量方式（ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ　ｔｙｐｅ）で構
成される。もちろん手タッチパネルは、抵抗膜方式（ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ　ｔｙｐｅ）、
赤外線方式または超音波方式で構成されることもできる。また、手タッチパネルは、ユー
ザの手ジェスチャーのみによってタッチイベントを発生するものではなく、他の物体（例
えば、静電容量変化を加えることができる伝導性材質の物体）によってタッチイベントを
生成することができる。ペンタッチパネルは、電子誘導方式（ｅｌｅｃｔｒｏｍａｇｎｅ
ｔｉｃ　ｉｎｄｕｃｔｉｏｎ　ｔｙｐｅ）で構成されることができる。これにより、ペン
タッチパネルは、磁場を形成することができるように特殊製作されたタッチ用スタイラス
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ペンによってタッチイベントを生成する。
【００１８】
　また、後面タッチパネル１１２は、その機能及び構成が前面タッチパネル１１１と同様
である。
【００１９】
　透明表示パネル１１３は、制御部１７０の制御の下にイメージを表示する。制御部１７
０は、データをイメージにレンダリング（ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ）し、バッファーに格納す
る。透明表示パネル１１３は、バッファーに格納されたイメージをアナログ信号に変換し
て表示する。すなわち、透明表示パネル１１３は、携帯端末１００の利用による多様なイ
メージ、例えば、ロック画面、ホーム画面、アプリの実行画面、キーパッドなどを表示す
ることができる。ロック画面は、透明表示パネル１１３がオンとされる場合、透明表示パ
ネル１１３に表示されるイメージである。ロック解除のためのタッチ入力またはキー入力
が検出されれば、制御部１７０は、表示されるイメージをロック画面からホーム画面また
はアプリ実行画面などに転換（ｃｈａｎｇｉｎｇ）することができる。ホーム画面は、背
景イメージと、この上に表示される多数のアイコンを含むことができる。ここで、アイコ
ンそれぞれは、アプリに対応する。アイコンのうち１つがユーザによって選択（例えば、
アイコンをタップ）された場合、制御部１７０は、当該アプリ（例えば、ブラウザー）を
実行し、その実行画面を透明表示パネル１１３に表示する。透明表示パネル１１３は、制
御部１７０の制御の下に、前記画面のうち１つ、例えば、アプリ実行画面を背景（ｂａｃ
ｋｇｒｏｕｎｄ）で表示し、他の１つ、例えば、キーパッドを前景（ｆｏｒｅｇｒｏｕｎ
ｄ）として前記背景にオーバーラップして表示することができる。また、透明表示パネル
１１３は、制御部１７０の制御の下に、第１イメージを第１スクリーン領域に表示し、第
２イメージを第２スクリーン領域に表示する。透明表示パネル１１３は、液晶表示装置（
Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ
　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｅｄ　Ｄｉｏｄｅ）、ＡＭＯＬＥＤ（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒ
ｉｘ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｅｄ　Ｄｉｏｄｅ）またはフレキサブル
ディスプレイ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｄｉｓｐｌａｙ）で構成されることができる。このよ
うなディスプレイは、透明型で構成される。これにより、ユーザは、タッチスクリーン１
１０の前面を通じてタッチスクリーン１１０の後面に位置する事物が見られる。もちろん
、その反対の場合も可能である。
【００２０】
　キー入力部１２０は、数字または文字情報を入力され、各種機能を設定するための多数
のキーを含むことができる。このようなキーは、メニュー呼出キー、画面オン／オフキー
、電源オン／オフキー、ボリューム調節キー及びシャッター（ｓｈｕｔｔｅｒ）キーなど
を含むことができる。キー入力部１２０は、ユーザ設定及び携帯端末１００の機能制御と
関連したキーイベントを生成し、制御部１７０に伝達する。キーイベントは、電源オン／
オフイベント、ボリューム調節イベント、画面オン／オフイベント、シャッターイベント
などを含むことができる。制御部１７０は、このようなキーイベントに応答して前述した
構成を制御する。一方、キー入力部１２０のキーは、ハードキー（ｈａｒｄ　ｋｅｙ）と
言い、タッチスクリーン１１０に表示される仮想の（ｖｉｒｔｕａｌ）キーは、ソフトキ
ー（ｓｏｆｔ　ｋｅｙ）として指称されることができる。
【００２１】
　格納部１３０は、制御部１７０の補助記憶装置（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｍｅｍｏｒｙ　
ｕｎｉｔ）であって、ディスク、ＲＡＭ、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）
 及びフラッシュメモリを含むことができる。格納部１３０は、制御部１７０の制御の下
に、携帯端末１００で生成されるか、無線通信部１４０または外部装置インターフェース
部（図示せず）を介して外部装置（例えば、サーバー、デスクトップパソコン、タブレッ
トパソコンなど）から受信したデータを格納する。
【００２２】
　格納部１３０は、起動プログラム、運営体制（ＯＳ、Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅ
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ｍ）及びタッチスクリーンコントローラを格納する。ここで、タッチスクリーンコントロ
ーラは、運営体制の基盤の下に動作し、タッチスクリーンの動作を制御するプログラムで
ある。特に本発明によるタッチスクリーンコントローラは、タッチスクリーン１１０でタ
ッチ入力を検出し、タッチ入力に応答してキーパッドの表示位置を決定し、決定された位
置にキーパッドを表示するようにタッチスクリーン１１０を制御する機能を行う。
【００２３】
　格納部１３０は、内在化アプリケーション（ｅｍｂｅｄｄｅｄ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎ）及びサードパーティアプリケーション（３ｒｄ　ｐａｒｔｙ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎ）を含むことができる。内在化アプリケーションは、携帯端末１００に基本的に搭載さ
れているアプリケーションを意味する。例えば、内在化アプリケーションは、ブラウザー
（ｂｒｏｗｓｅｒ）、電子メール（ｅｍａｉｌ）、インスタントメッセンジャー（ｉｎｓ
ｔａｎｔ　ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ）、タッチスクリーンコントローラなどである。サードパ
ーティアプリケーションは、周知のように、オンラインマーケットから携帯端末１００に
ダウンロードされて設置されることができるアプリケーションを意味し、非常に多種多様
である。このようなサードパーティアプリケーションは、設置及び除去が自由である。携
帯端末１００の制御部１７０にバッテリーの電源が供給されれば、まず、起動プログラム
が制御部１７０の主記憶装置（例えば、ＲＡＭ）にローディング（ｌｏａｄｉｎｇ）され
る。このような起動プログラムは、携帯端末１００が動作することができるように運営体
制を主記憶装置にローディングする。運営体制は、タッチスクリーンコントローラを主記
憶装置にローディングする。このような起動及びローディングは、コンピュータシステム
で広く公知されている技術なので、具体的な説明を省略する。
【００２４】
　無線通信部１４０は、制御部１７０の制御の下に、外部装置と音声通話、画像通話また
はデータ通信を行う。無線通信部１４０は、送信される信号の周波数を上昇変換及び増幅
する無線周波数送信部と、受信される信号の周波数を低雑音増幅及び下降変換する無線周
波数受信部とを含む。また、無線通信部１４０は、移動通信モジュール（例えば、３世代
（３－Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）移動通信モジュール、３．５（３．５－Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ）世代移動通信モジュールまたは４（４－Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）世代移動通信モジ
ュールなど）、デジタル放送モジュール（例えば、ＤＭＢモジュール）及び近距離通信モ
ジュール（例えば、ワイファイ（Ｗｉ－Ｆｉ）モジュール、ブルートゥース（ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ）モジュール、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）
モジュール）を含む。
【００２５】
　オーディオ処理部１５０は、スピーカーＳＰＫ及びマイクＭＩＣと結合し、音声認識、
音声録音、デジタルレコーディング（ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ）及び通話機能のためのオーデ
ィオ信号の入力及び出力機能を行う。オーディオ処理部１５０は、制御部１７０からオー
ディオ信号を受信し、受信したオーディオ信号をアナログにＤ／Ａ変換して増幅した後、
スピーカーＳＰＫに出力する。オーディオ処理部１５０は、マイクＭＩＣから受信したオ
ーディオ信号をデジタルにＡ／Ｄ変換した後、制御部１７０に提供する。スピーカーＳＰ
Ｋは、オーディオ処理部１５０から受信したオーディオ信号を音波（ｓｏｕｎｄ　ｗａｖ
ｅ）に変換して出力する。マイクＭＩＣは、人やその他の音源（ｓｏｕｎｄ　ｓｏｕｒｃ
ｅ）から伝達された音波をオーディオ信号に変換する。
【００２６】
　センサー部１６０は、物理量（例えば、速度、加速度、高度、重力など）やその変化を
感知し、感知信号を生成し、制御部１７０に伝達する。制御部１７０は、感知信号に基づ
いて携帯端末１００の表示モードを横モード（ｌａｎｄｓｃａｐｅ　ｍｏｄｅ）及び縦モ
ード（ｐｏｒｔｒａｉｔ　ｍｏｄｅ）のうちいずれか１つに決定する。すなわち携帯端末
１００の画面自動転換機能が活性化された場合、制御部１７０は、感知信号を利用して携
帯端末１００の姿勢を認識する。例えば、感知信号は、重力の方向と関連した情報を含み
、制御部１７０は、感知信号を利用して重力の方向を算出する。重力の方向が携帯端末１
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００のＸ軸方向（図３（ａ）参照）である場合、制御部１７０は、表示モードを縦モード
として決定する。重力の方向が携帯端末１００のＹ軸方向（図４参照）である場合、制御
部１７０は。表示モードを横モードと決定する。もちろん感知信号と関係なく、表示モー
ドは、２つのうちいずれか１つに決定されることができる。すなわち画面自動転換機能が
不活性化された場合、制御部１７０は、携帯端末１００の姿勢と関係なく、表示モードを
デフォルト（ｄｅｆａｕｌｔ）に設定されたモード、例えば、縦モードとして決定する。
また、動画再生が実行される場合、制御部１７０は、表示モードを横モードとして決定す
る。
【００２７】
　制御部１７０は、携帯端末１００の全般的な動作及び携帯端末１００の内部構成間の信
号フローを制御し、データを処理する機能を行い、バッテリーから前記構成への電源供給
を制御する。制御部１７０は、起動プログラム、運営体制及びアプリケーションを格納す
る主記憶装置と、格納部１３０に記録（ｗｒｉｔｅ）するデータを臨時格納し、格納部１
３０から読み出した（ｒｅａｄ）データを臨時格納するキャッシュメモリーと、ＣＰＵ（
ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）と、ＧＰＵ（ｇｒａｐｈｉｃ　ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）などを含むことができる。ここで、運営体制は、ハードウ
ェアとアプリケーションとの間、そしてアプリケーション間のインターフェースの役目を
しながら、ＣＰＵ、ＧＰＵ、主記憶装置、補助記憶装置などのコンピュータ資源を管理す
る。また、運営体制は、ハードウェアの動作及びアプリケーションの実行を制御し、作業
（ｔａｓｋ）の手順を決定し、ＣＰＵ及びＧＰＵの演算を制御し、データとファイルの格
納を管理する。一方、周知のように、ＣＰＵは、資料の演算及び比較と、命令語の解釈及
び実行などを行うコンピュータシステムの核心的な制御ユニットである。ＧＰＵは、ＣＰ
Ｕの代わりに、グラフィックと関連した資料の演算及び比較と、命令語の解釈及び実行な
どを行うグラフィック制御ユニットである。ＣＰＵとＧＰＵは、それぞれ、２つ以上の独
立コア（例えば、クォドコア（ｑｕａｄ－ｃｏｒｅ））が単一集積回路よりなる１つのパ
ッケージ（ｐａｃｋａｇｅ）に統合されることができる。また、ＣＰＵとＧＰＵは、１つ
のチップに統合（ＳｏＣ；Ｓｙｓｔｅｍｏｎ　Ｃｈｉｐ）されたものであってもよい。ま
た、ＣＰＵとＧＰＵは、マルチレイヤ（ｍｕｌｔｉｌａｙｅｒ）にパッケージング（ｐａ
ｃｋａｇｉｎｇ）されたものであってもよい。一方、ＣＰＵ及びＧＰＵを含む構成は、Ａ
Ｐ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）と指称されることができる。
【００２８】
　制御部１７０の本発明と関連した特徴的な技術、すなわちタッチ入力方法を以下の図面
を参照して説明する。
【００２９】
　一方、デジタル機器のコンバージェンス（ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ）傾向によって変形
が非常に多様で、すべて列挙することはできないが、携帯端末１００は、ＧＰＳモジュー
ル、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｌｅｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）モジュール、振動モ
ーター、カメラ、アクセサリー、外部装置インターフェース部などのように上記で言及さ
れない構成をさらに含むことができる。ここで、アクセサリーは、携帯端末１００から分
離が可能な携帯端末１００の付属品であって、例えば、タッチパネル１１１、１１２にタ
ッチのためのペンになることができる。また、携帯端末１００は、その提供形態によって
前述した構成から特定構成が除外されてもよく、他の構成に代替されてもよい。
【００３０】
　図２は、本発明の一実施例によるタッチ入力方法を説明するための流れ図である。図３
～図５は、本発明の一実施例によるタッチ入力方法を説明するための画面である。以下、
図２～図５を参照とした説明において、携帯端末１００は、片手で把持しやすい携帯端末
（例えば、画面サイズが５インチ以下のスマートホン）であると仮定する。
【００３１】
　タッチスクリーン１１０は、制御部１７０の制御の下に、図３（ａ）に示されたような
イメージ３１０を表示する。イメージ３１０は、データ入力欄３１１を含む。段階２１０
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で、制御部１７０は、前面タッチパネル１１１または後面タッチパネル１１２でタッチ入
力を検出する。段階２２０で、制御部１７０は、タッチ入力に応答してユーザの意図が後
面タッチパネル１１２を利用したデータ入力であるか否かを決定する。例えば、ユーザは
、片手（例えば、右手）で携帯端末１００を把持した状態で同じ手（すなわち、右手）の
指（例えば、人差し指）で後面タッチパネル１１２をタッチする。タッチ入力がデータ入
力欄３１１で発生した“タップ” であり、後面タッチパネル１１２を通じて検出された
場合、制御部１７０は、ユーザの意図が“片手で後面タッチパネル１１２を利用したデー
タ入力であるもの”と決定する。
【００３２】
　ユーザの意図が片手で後面タッチパネル１１２を利用したデータ入力であるものと決定
された場合、段階２３０で、制御部１７０は、携帯端末１００の表示モードが縦モードで
あるか否かを確認する。段階２３０での確認結果、携帯端末１００の表示モードが縦モー
ドである場合、段階２４０で、制御部１７０は、図３（ｂ）に示されたように、キーパッ
ド３２０をタッチスクリーン１１０の上端に表示するようにタッチスクリーン１１０を制
御する。キーパッド３２０がタッチスクリーン１１０に表示されるとき、タッチスクリー
ン１１０の表示領域は、キーパッド領域と、その上方に位置する上端領域と、その下方に
位置する下端領域とに区分される。図３（ｂ）を参照すれば、上端領域の縦長さはｘ１で
あり、キーパッド領域の縦長さは、ｘ２であり、下端領域の縦長さは、ｘ３である。前記
“キーパッド３２０を上端ｔｏｐに表示すること”は、“０≦ｘ１＜ｘ３”になるように
、キーパッド３２０をタッチスクリーン１１０に表示することを意味する。一方、“キー
パッド３２０を下端（ｂｏｔｔｏｍ）に表示すること”は、“０≦ｘ３＜ｘ１”になるよ
うに、キーパッド３２０をタッチスクリーン１１０に表示することを意味する。
【００３３】
　図３（ｂ）を参照すれば、ユーザは、携帯端末１００を右手で把持し、その状態で右手
の人差し指でタッチスクリーン１１０の後面を通じてキーパッド３２０のキー“Ｈ”をタ
ッチする。ユーザのタッチに応答して、後面タッチパネル１１２は、“Ｈ”と関連したタ
ッチイベント（“Ｈ”のキー領域内のタッチ座標を含む）を発生し、これを制御部１７０
に伝達する。タッチイベントに応答して、制御部１７０は、タッチ座標に設定されたキー
値をキー値テーブルで確認し、確認されたキー値、すなわち“Ｈ”３３０をタッチ領域に
表示するように透明表示パネル１１３を制御する。制御部１７０は、ユーザがタッチ解除
するによって後面タッチパネル１１２からタッチ座標が受信されない場合、タッチが解除
されたものと決定する。タッチ解除された場合、制御部１７０は、データ入力欄３１１に
“Ｈ”を表示するように透明表示パネル１１３を制御する。
【００３４】
　段階２３０での確認結果、携帯端末１００の表示モードが横モードである場合、段階２
５０で、制御部１７０は、キーパッドをタッチスクリーン１１０の下端に表示するように
タッチスクリーン１１０を制御する。図４を参照すれば、ユーザは、左手で携帯端末１０
０の左側を取って、右手で携帯端末１００の右側を取って、この状態で右手の人さし指で
タッチスクリーン１１０の後面を通じてキーパッド４２０のキー“Ｈ”をタッチする。ユ
ーザのタッチに応答して、後面タッチパネル１１２は、“Ｈ”と関連したタッチイベント
を発生し、これを制御部１７０に伝達する。タッチイベントに応答して、制御部１７０は
、タッチ座標に設定されたキー値をキー値テーブルで確認し、確認されたキー値、すなわ
ち“Ｈ”４３０をタッチ領域に表示するように透明表示パネル１１３を制御する。その後
、タッチ解除に応答して、制御部１７０は、データ入力欄４１１に“Ｈ”を表示するよう
に透明表示パネル１１３を制御する。
【００３５】
　ユーザの意図が後面タッチパネル１１２を利用したデータ入力であるものと決定されれ
ば、制御部１７０は、前面タッチパネル１１１に対するタッチ入力には応答しなくてもよ
い。すなわち制御部１７０は、後面タッチパネル１１２に対するタッチ入力にのみ応答し
て、機能（例えば、文字をデータ入力欄に表示）を行う。これにより、前面タッチパネル
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１１１を通じたデータ入力のエラーが防止される。例えば、ユーザは、親指で前面タッチ
パネル１１１をタップする。タップに応答して、制御部１７０は、文字をデータ入力欄に
表示する作業を行う。このような作業は、ユーザが意図しないものである。したがって、
制御部１７０が前面タッチパネル１１１に対するタッチ入力に対して応答しない場合、ユ
ーザが意図しない作業が行われるエラーが防止される。さらに、エラー防止とともに電力
消耗を減らすために、制御部１７０は、前面タッチパネル１１１を電源オフ（ＰＯＷＥＲ
　ＯＦＦ）することができる。すなわち制御部１７０は、バッテリーから前面タッチパネ
ル１１１への電源供給を中断する。
【００３６】
　一方、段階２２０での決定結果、ユーザの意図が後面タッチパネル１１２を利用したデ
ータ入力ではない場合、段階２２５で、制御部１７０は、ユーザの意図が前面タッチパネ
ル１１１を利用したデータ入力であるか否かを決定する。例えば、図５（ａ）を参照すれ
ば、タッチ入力がデータ入力欄５１１で発生した“タップ”であり、前面タッチパネル１
１１を通じて検出された場合、制御部１７０は、ユーザの意図が前面タッチパネル１１１
を利用したデータ入力であるものと決定する。
【００３７】
　ユーザの意図が前面タッチパネル１１１を利用したデータ入力であるものと決定された
場合、制御部１７０は、表示モードに関係なく、前述した段階２５０に進行し、キーパッ
ド５２０をタッチスクリーン１１０の下端に表示するようにタッチスクリーン１１０を制
御する。図５（ｂ）を参照すれば、ユーザは、携帯端末１００を右手で把持し、その状態
で右手の親指でタッチスクリーン１１０の前面を通じてキーパッド５２０のキー“Ｈ”を
タッチする。ユーザのタッチに応答して、前面タッチパネル１１１は、“Ｈ”と関連した
タッチイベントを発生し、これを制御部１７０に伝達する。タッチイベントに応答して、
制御部１７０は、タッチ座標に設定されたキー値をキー値テーブルで確認し、確認された
キー値、すなわち“Ｈ”５３０をタッチ領域の周辺に表示するように透明表示パネル１１
３を制御する。その後、タッチ解除に応答して、制御部１７０は、データ入力欄５１１に
“Ｈ”を表示するように透明表示パネル１１３を制御する。
【００３８】
　ユーザの意図が前面タッチパネル１１１を利用したデータ入力であるものと決定されれ
ば、制御部１７０は、後面タッチパネル１１２に対するタッチ入力には応答しなくてもよ
い。さらに、制御部１７０は、バッテリーから後面タッチパネル１１２への電源供給を中
断することができる。
【００３９】
　段階２２５での決定結果、ユーザの意図が前面タッチパネル１１１を利用したデータ入
力ではない場合（例えば、ユーザがデータ入力欄ではない他の所をタッチした場合）、キ
ーパッドの表示なしにプロセスは終わる。
【００４０】
　以上の説明で、縦モードであるか否かを確認する段階２３０は、省略されることができ
る。例えば、携帯端末１００が片手で把持することが不便な携帯端末（例えば、画面サイ
ズが１０インチ以上のタブレットパソコン）である場合、表示モードに関係なく、キーパ
ッドの表示位置が決定される。すなわちユーザの意図が後面タッチパネル１１２を利用し
たデータ入力である場合、キーパッドは、上端に表示され、その反対の場合、キーパッド
は、下端に表示される。勿論、画面サイズと関係なく、段階２３０は省略されることがで
きる。
【００４１】
　図６は、本発明の他の実施例によるタッチ入力方法を説明するための流れ図である。以
下、図６を参照とした説明において、で前面タッチパネル１１１及び後面タッチパネル１
１２は、透明表示パネル１１３がオンとされている限り、常時、電源オン状態であるもの
と仮定する。
【００４２】
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　段階６１０で、タッチスクリーン１１０、すなわち透明表示パネル１１３は、制御部１
７０の制御の下に、キーパッドを下端に表示する。段階６２０で、制御部１７０は、前面
タッチパネル１１１または後面タッチパネル１１２でタッチ入力を検出する。段階６３０
で、制御部１７０は、タッチ入力に応答してユーザの意図が後面タッチパネル１１２を利
用したデータ入力であるか否かを決定する。例えば、タッチ入力が前面タッチパネル１１
１または後面タッチパネル１１２を通じて検出され、下端から上端へのタッチ移動（例え
ば、ドラッグ、フリック）である場合、制御部１７０は、ユーザの意図が後面タッチパネ
ル１１２を利用したデータ入力であるものと決定する。ユーザの意図が後面タッチパネル
１１２を利用したデータ入力であるものと決定された場合、段階６４０で、制御部１７０
は、キーパッドを上端に表示するように透明表示パネル１１３を制御する。また、ユーザ
の意図が後面タッチパネル１１２を利用したデータ入力であるものと決定されれば、制御
部１７０は、前面タッチパネル１１１に対するタッチ入力のうち上からで下端へのタッチ
移動を除いた残りのタッチ入力には応答しなくてもよい。
【００４３】
　制御部１７０は、キーパッドが上端に表示されている状態で、前面タッチパネル１１１
または後面タッチパネル１１２から“上端から下端へのタッチ移動”を検出した場合、キ
ーパッドをさらに下端に表示するように透明表示パネル１１３を制御する。キーパッドが
さらに下端に表示されれば、制御部１７０は、後面タッチパネル１１２に対するタッチ入
力のうち下端から上端へのタッチ移動を除いた残りのタッチ入力には応答しなくてもよい
。
【００４４】
　図７は、本発明のさらに他の実施例によるタッチ入力方法を説明するための流れ図であ
る。図７を参照とした説明において、現在表示モードは、縦モードであるものと仮定する
。段階７１０で、タッチスクリーン１１０、すなわち透明表示パネル１１３は、制御部１
７０の制御の下に、キーパッドを上端に表示する。この際、前面タッチパネル１１１より
後面タッチパネル１１２を通じてキーパッドを操作することが容易である。すなわちユー
ザは、携帯端末１００を把持した手で中指または人差し指で後面タッチパネル１１２をタ
ッチする。段階７２０で、制御部１７０は、表示モードが縦モードから横モードに変更さ
れたか否かを決定する。縦モードから横モードに変更された場合、段階７３０で、制御部
１７０は、キーパッドを下端に表示するように透明表示パネル１１３を制御する。この際
、後面タッチパネル１１２より前面タッチパネル１１１を通じてキーパッドを操作するこ
とが容易である。すなわちユーザは、携帯端末１００を把持した手で親指で前面タッチパ
ネル１１１をタッチする。
【００４５】
　前述したような本発明によるタッチ入力方法は、多様なコンピュータを用いて行われる
ことができるプログラム命令で具現され、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録
されることができる。ここで、記録媒体は、プログラム命令、データファイル、データ構
造などを含むことができる。また、プログラム命令は、本発明のために特別に設計され構
成されたものであるか、コンピュータソフトウェア当業者に公知されて使用可能なもので
あってもよい。また、記録媒体には、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク
及び磁気テープのような磁気媒体（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｍｅｄｉａ）と、ＣＤ－ＲＯＭ、
ＤＶＤのような光記録媒体（ＯｐｔｉｃａｌＭｅｄｉａ）と、フロプチカルディスク（Ｆ
ｌｏｐｔｉｃａｌ　Ｄｉｓｋ）のような磁気－光媒体（Ｍａｇｎｅｔｏ－Ｏｐｔｉｃａｌ
　Ｍｅｄｉａ）と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ） と、ＲＡＭと、フラ
ッシュメモリなどのようなハードウェア装置が含まれることができる。また、プログラム
命令には、コンパイラーによって作われるもののような機械語コードだけでなく、インタ
プリターなどを使用してコンピュータによって実行されることができる高級言語コードが
含まれることができる。ハードウェア装置は、本発明を行うために１つ以上のソフトウェ
アモジュールとして作動するように構成されることができる。
【００４６】
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　本発明によるタッチ入力方法及び携帯端末は、前述した実施例に限定されず、本発明の
技術思想が許容する範囲で多様に変形して実施することができる。
【符号の説明】
【００４７】
　１１０　タッチスクリーン
　１１１　前面タッチパネル
　１１２　後面タッチパネル
　１１３　透明表示パネル
　１２０　キー入力部
　１３０　格納部
　１４０　無線通信部
　１５０　オーディオ処理部
　１６０　センサー部
　１７０　制御部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(15) JP 2014-106978 A 2014.6.9

【図７】



(16) JP 2014-106978 A 2014.6.9

10

フロントページの続き

(72)発明者  李　曜　漢
            大韓民国ソウル特別市瑞草區方背一洞９３２－４　２０２號
(72)発明者  姜　在　賢
            大韓民国京畿道水原市靈通區梅灘三洞１１７０－７　４０２號
(72)発明者  李　ダソン
            大韓民国ソウル特別市陽川區新亭六洞シンシガジアパート　８－ダンジ　８１０棟１７０１號
Ｆターム(参考) 5B068 AA25  CC06  CC18  DE03 
　　　　 　　  5B087 AC05  BC16  DE02 
　　　　 　　  5E555 AA02  BA04  BB04  CA13  CA15  CB13  DB20  FA16 
　　　　 　　  5K127 AA11  BA03  BA16  CA03  CA08  CB02  CB13  CB17  CB22  DA11 
　　　　 　　        DA13  GA29  GB35  GD19  HA11  JA04  JA25  JA26  KA02 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

